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マリンタートラー列伝

亀崎 直樹・・・ 2

日本ウミガメ会議の感想

矢野由

ウミ



マリンタートラー列伝

マリンター トラーも早いもので

3号になります。会長の原稿をと求

められても、ここのところ愚痴っぽ

いので、どこへ書いた原稿も爽やか

さに著しく欠ける状況ですcそこ

で、今回の号からしばらく、これま

で私が会ってきたマリンタート

ラーを何人か紹介していきたいと

思いますc皆さんの親睦のお役にた

てばという気もあります。何分、主

観に満ちた紹介なので、事実と相違

した部分や批判を受けることがあ

るかもしれませんが、お許しくださ

Vヽ
゜

この類の仕事としたら、かつて、

日本で行われたウミガメに関する

調査・研究をまとめたこと もありま

したが（亀崎・松井、1997)、その時、

紹介できたのは何らかの印刷物を

残しておられるかたしか紹介でき

ませんでした。しかし、何も書いて

なくてもこの世にはウ ミガメに関

わる人達すなわち、マリンタート

ラーはたくさん存在しており、その

ような方々の活凱というが行動、さ

らにはお言葉の記録をここに残す

ことも重要だと考える次第です。た

だし、ここでお許しいただきたいの
ちき

は、どうしても知己の深い人は詳し

く、浅い人はあまり詳しくなくなっ

てしまうことです。また、前述した

ように私の主蜆による記述なので、

その方の人間性の断片のみの紹介

に留まり、決してその本人を正確

に紹介していないこともあるか

；と思うのです。その時は、どしど

し読者のご指摘を受け、より正確

度の高い記録を皆さんと共同し

て仕上げていきたいと思います。

沖縄編その 1

沖縄のマリンタ ートラーは多

い。まず最初に紹介したいのは、官 ―̀ 

古島の根間タケさん。1998年頃、私

は宮古島城辺町教育委員会で町が

委嘱した調査員である根間タケの

調査票を手にし、衝撃を受けた。

「今夜は月があまりに綺麗なので、

お父さんにカメを見に行こう 、と

誘ったが、お父さんは泡盛を飲ん

でビータレテ寝ていた。そこで、―

人で浜に出ることにした•…。」こ

のよ うな味わいのある報告書を見

たことがなかった私は、一度でい

いから根間タケさんに会いたい と •.

思ったc宮古島にはこれまた佐土

山安公さんというすごい人がい

る。「宮古島の神と森を守る会jと

いう会を実質的にと りしきり、宮

古島からどんどん消えうせようと

している御願やそれに関わる風俗

を保存しようとされている方で、

城辺でウ ミガメ の調査もされてい

た。氏のはからいで根間タケさん

に会うことになった。場所は夜の



吉野海岸、いわゆる沖縄でビーチ

パーティーである。

そもそも多くのマリンタート

ラーはビーチパーティーを敵視す

る。カメが産卵する砂浜で宴会を

するわけだから、確かにけしから

ん話である。しかし、佐土山安公氏

は宮古に行けばビーチパーティー

に誘ってくれる。それがたまらな

ぐ決感であった。一言でいうなら、

、ヽ一疇とにかく暗し＼、暗Vヽビーチパー

‘̂  

ティーなのである。陽があるうち

にすべて準備をし、浜の隅っこで

置き火を囲んで島酒を飲むのであ

る。初めて会った根間タケさんは

砂の上に正座をされて私に正対さ

れたが、とにかく顔がみたくても

う託

見えない。あの麗しい報告書を書い

たのはどんなオバーなのか見てみ

たいのだが、真っ暗で見えない。結

息その夜はオバーの顔を拝まずに

帰ったのだが、実に爽やかな気持ち

で宿に帰ったのだった。

オバーは夜浜に下りるのは楽し

いと言った。官古の周囲は高い崖に

なっていると ころが多い。オバーの

住んでいる保良（ホラ）の集落から

吉野の浜に下りるときも崖のジグ

ザグ状になった坂道をおりなけれ

ばならない。オバーがその道を降り

るとき、道端にいる蛍や蛙が「ティ

ンク、ティンク …•」と唄っ て くれ

るという。残念ながら、オジーは他

界されたが、根間のオバーは今年も



吉野の浜に虫たちと唱いながら降 でった。

りていくのだろう。

宮古といえば、仲原龍盛氏（故

人）を忘れるわけには行かない。私

が氏のもとを訪れたのは1987年の

ことである。仲盛氏は宮古で唯一

生き残っているウミガメの剥製作

りをしている人だった。氏は暖か

く私を迎え入れてくれて、色々、宮

古のカメの話を聞かせてくれた。

ただ、産卵の話となると、今から思

えば平良に住んでおられるため

か、あまりご存知無く、私が50ccの

レンタバイクでいろんな海岸を回

り、採取してきた卵を見せると驚

いて、そして喜んでくれにそし

て、ご飯をご馳走になるわけだが、

このご飯がすごかった。とにかく、

どんぶり鉢に山盛りのカツオの刺

身を出して、食べろというのであ

る。その間、常に「宮古のカツオは

うまいだろ」といい、何故か私が八

重山に住んでいたというと、 「八重

山じゃ、 こんなに沢山の刺身をだ

さんだろ。」と自慢気に言うのであ

る。私は死ぬ思いで刺身を食べ、山

盛りの刺身を半分位食べると、ま

た「八重山じゃ、 こんなにださんだ

ろ」と言って、低くなった刺身の山

を再び元の山に戻すのであった。

私は、仲原氏の元から婦る時、決し

で応直でない満腹感と八重山と宮

古の深い溝を感じながら帰ったの

仲原氏の自慢話はそれだけでな

かった。ご自分で作られたタイマ

イの刹製は世界ーと豪語し、甲長

3 0センチ代のタイマイの剥製を

畳に置いて、その上に片足で立つ

のである。と ころが確かにそのタ

イマイはユラュラする仲原氏の全

体重をかけても壊れることはな

かったのである。そして職を失っ，—

て貧乏のどん底にあった私だが、

気づいたときにはそのタイマイの

到製を買う ことになっていたので

あった。ウミガメの剃製を私が

買ったのはこれが最初で最後であ

るこの記念すべきタイマイの剥

製は現在、屋久島うみがめ館に展

示してある。

ううむ。この調子なら、この列伝

で何年間かはしのげそうである。

（つづく ）

会長亀崎直樹



日本ウミガメ会議の感想

去年の夏からボランティアとし

て、日本ウミガメ協議会関わるよ
うになった私にとっては、初めて

の日本ウミガメ会議の参加となり
ました。

今回で 13回目を迎えたこの会
議は徳島県阿南市で開催されま
した。「毎年秋の深まる頃、日本各
地からウミガメに関わる方々が集
まり、情報の交換をし、交流を深め
ることを目的とした会議」と聞い
ていましたが、「会議」という言葉
から少し堅いイメージを抱いてい

人

ました。

しかし、参加してみると様々な
方との出会い、興味深い議演など、
色々と刺激の多い 3日間とな りま
した。この会證では、保護や利用と
いった主観や思想をメインテーマ
にあげず、ウミガメ のことを淡々
と話し合うことをモットーとして
いますcそうすることによって、ウ
ミガメ が抱えている問題を鮮明に

していくことが期待されていま
•• : -

9。

会議のメインとも言われる夜の
懇親会では、色々な立場や世代の
方と話をすること ができます。そ
れは重要であり、最大の楽しみと
されています。 ウミ ガメ のことだ

けでなく、環境問題のこと等を語
り合 う中で、カメに対する想い、自
然を想う 気持ちは皆一緒だと感 じ

ました。

今の世の中は、欲しいモノ は何
でも手に入る社会です。では、内面

的な豊かさとは？例えば、何かを
愛する こと 、優しさ、自然に触れ合
うことだと私は思います。とても

寒い日のこと、ある人が言いまし
た。「道端に鳥が何匹も死んでい
た。きっと寒かったんだろうね。」

と。その鳥が、寒さに耐えられな
かったのかどうかは解りません
が、人も他の批物も同じ地球で、そ
れぞれ厳しさの中で生活していま
す。決して自分本位であっては駄
目だと思います。周りで起きてい
る事を知ろうとし、出来る事をす
る、やはり一番大切なことではな
いでしょうか。

さて、会議で 3日間を共に過ご
した人々はもちろん普段はそれぞ
れの生活を送っています。この会

議で集まり、お疲れさまでしたと
1年を振り返り、 ここで日本ウミ

ガメ 協議会の年度は代わります。
出会った人と「また来年も会える
よね」と言って別れたとき、妙に嬉

しい気持ちになったのを覚えてい
ます。

次回、第 14回日本ウミガメ会
議が、そしてこの先ずっと無事に
開催されることを願っています。

事務局ボランティア 矢野由紀



沖縄美ら海水族館オープン

沖縄那覇空港から北へ車で約2

時間ほど北上すると通称「やんば

る一山原」と呼ばれている沖縄本

島北部に、国営沖縄記念公園があ

ります。こ こは、 1975年沖縄国際海

洋博覧会が行われた会場を整備

し、1979年から同公圏が開園して現

在に至っていますe この公薗にあ

る水族館が、延べ1900万人あまりの

入館を最後に昨年8月31日に閉館

し、それにかわって同年11月に旧水

族館に隣接して「沖縄海水族館」と

してオープンしました3

美ら（ちゅら）とは、沖縄の方言で

「きれい」「美しい」という意味があ

り、沖縄の美しい海に生息する海

生動物を、7500トンもある「黒潮の

海」大水槽を始め自然光をふんだ

んに取り入れた、屋根のないサン

ゴ水槽や熱帯魚の水槽など大小70

個の水槽で沖縄の魚達を紹介して

いきます。ちなみに容量では世界1

位の水槽は、アメリカのディズ

ニーワールドにあるリビングシー

0)20000トンの水槽ですが、世界に

類を見ないジンベエザメ、マンタ

の複数飼育など内容的には「黒潮

の海」が断突トップです。

美ら海水族館の目玉は、このジ

ンベエザメ 3尾とオニイトマキエ

イ（マンタ）4尾の複数飼育です。複

数ということはもちろんペアーで

飼育しており、将来繁殖を目指し

ています。マンタはすでに求愛ら

しき行勤も観察されでいますが、

ジンベエザメはまだ子供で近い将

来期待できます。子供のジンベエ

ザメとはいえ全長7m近くあり、そ

のジンベエザメが、自然界と同じ

ように水面に垂直になって立ち泳

ぎしながら食事する様子は圧巻で

す。その他にも、魚を下から見上げ

るアクアルームやゆっくりお茶を

しながら観ることができる喫茶室
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も人気があります3

ところで、ウミガメをこよなく

愛する方々には、気になるところ

ですがウミガメはこの館内ではな

く、同公園内にある「ウミガメ館」

という施設で観ることができま

....,,....' 
i 0 

全国には70館近い水族館あり 、

ほとんどの水族館でウミガメを展

示していますが、ウミガメだけを

ガラス越しに親せる施設を持って

いる水族館は、当館を始め数館し

かありません。 もちろんこれらの

水族館では、産卵する砂浜を設け

てあり 、当館でもその他に大小4つ

のプールを備えています。当ウミ

ガメ館では、アカ ウミ ガメ、アオウ

ミガメ、 タイマイ、ヒ メウミ ガメ、

クロウミガメ 4種35頭の海ガメを

飼育してお り、毎年アカウミ ガメ

とアオウ ミガメが産卵 して いま

すcふ化した子ガメは一部を1年間

飼育してこれまで約1500頭標識放
一^`～、

, ~ ・・-^ .̀. --← --． -- --～、
年4ヶ月後に米国西海岸のカリ＼

フォルニア沖で再捕され、また1988I 
9 年に放流された1オのアカウ ミガ I

iメが6年後にメキシコ西海岸沖で ＼
l l再捕されるなど、これまで日本で I

l 生まれたアカウミガメが大平洋を(

＼横断すると推測されていたことを1

＼立証しました。 —--~/ 
、—―永族館には、「教育」 「レクリエー

ション」「自然保護j「研究」という 4

つの役割があり、その中で自然保

護に関する活動も重要な役割で

すC特に稀小動物の紹介やその動

物の置かれている環境を入館者へ

知らせる努力を怠ってはいけませ

ん。

前述したようにウミガメは、多

くの水族館で展示飼育しています

がそのウミガメの置かれている環

境を紹介している園館はまだ少な

いように思います。当館ではウミ

ガメの生態だけではなく、混獲や

ストランディングしたウミガメを

紹介し自然保護や環境問題も解説

しています。

美ら海水族館4階のエントラン

スから見渡す東シナ海と白い砂浜

は実に眼を見張る物があります

が、海中や砂浜が汚され壊されて

いく事に私達水族館屋は警告して

いく義務がある と思っています。

• - • 9 

流を行いました。その結果l985年に＼ 沖縄美ら海水族館

放流した1オのアカウ ミガメが、2 ¥ 飼育展示課 照屋秀司
-・---・―ゃ---・・．．―`．ー-·--•ノ



LINKW「「HLOVE

マリンタートラーを御覧の皆様こ

んにちは。

私は、自然とサーファーを繋げ
る活動を昨年の春から開始してい
る「LIN1<WITH LOVE」代表、船越れい

こです。・

突然ですが、みなさんはサー

ファーをどのように捉えていらっ

しゃるでしょうか？きっと様々な

印象をお持ちだと思います。でも

おそらく多くの方が、海でも街で

もひどいマナー、派手

でちゃらちゃらしてい

る、という印象をお持

ちの方が多いと思いま

す。確かにそうかも知

れません。マナーのな

いサーファー、格好だ

けでサーフィンをして

いる子、たくさんいま ＿ 
す。でも、ひとつ言えることは常識

があるないに関わらず、彼ら彼女

らは、自然に思う存分触れている

という点です。私は自分を含め、ま

ずは自然に自らが触れることから

自然の尊さを肌で感じることがで

きると思っています。ブラウン管

でも写真でもない実際の自然に触

れ、感じる ことこそ、自然を守る第

一歩だと思っています。そんな彼

らは少しの刺激で芽生える素晴ら

しい価値観をきっと持っているの

だと思います。

私はずっとサーフィンをしてい

ています C サーフィンというス

ポーツ自体は当然大好きですが、

なによりも海に入る瞬間がもうた

まらなく好きで、かれこれ気が付

けば10年ほどたってしまいまし

た。自分をゆっくり見つめること

ができない日常の流れの中で、海

に入る瞬間は、自分対自分でいれ

る唯一の時間であり、自然の大き

さに包まれることで、自分がとて

も小さく思えます。そC

感覚が、週末また私を海

に向かわせているよう--し 9。

今回このマリンター

トラーに原稿を書かせ

ていただける機会をい

ただいたのも、LINK¥りITH

LOVEを立ち上げたのも、

自然の大切さを感じることができ

るのも、すべて自分がサーファ-

だったという事から始まってい；

す。

今なんでもある世の中で、「豊か

さ」を履き違えた情報が右往左往

する中、本当の豊かさを判断する

基準が狂ってきています。そんな

中これからこの日本を担う世代の

子たちに少しでも本当の豊かさの

判断ができる価値振をもてるきっ

かけを作る こと がLINK町THLOVE 



の一番の目標です。

今おきている自然環境の閉題を

そんな世代の子達に、いかに解り

やすく噛み砕き提供できるか？そ

れには彼らの興味のある音楽、食、

アート、洋服、などと 自然環境の問

題提起をうまく融合させ、提案し

続けたいと思っています。その活

動の一環として、今年の春から年

、t::4回、若い世代の子たちにむけ

ピnatureとcultureを融合させた

フリ ーペーパー（無料冊子）を作成

し、全国規模で配付する ことにし

ました（今年4月下旬、初刊創刊予

定）。内容は今おきている自然環境

問題を分かりやすく写真をメ イン

に表現 します。その他にもたくさ

んの情報をやわらかく提案するこ

とでまずは読者に知ってもらう こ

と、興味をもってもらうこと、そこ

から否定でも肯定でもとにかく意

筏をもってもらう こと、それを目

力とした冊子です。

是非皆様のお住まいの街で見か

けたら是非目を通していただけれ

ばと思います。そして冊子の内容

や活動にご意見御感想をいただけ

ればうれしいです。是非お気軽に

ご連絡ください。

自然と生きていくということ

は、人と人、自然と人、のあたたか

いリ ンク が繋がって成り 立ちま

す。私たちも、皆様からの声という

あたたかいリンクで、多くの人に

情報をなげかけ続け、さらなる大

きなリンクを作っていきたいと

思っています。皆様のリ ンクをど

うか私たちに貸して下さい。宜し

くお願いします。

LI渾 WIIBLOVE代表 船越れいこ

ホームページアドレス

http://www. geocities. co. jp/ 

NatureLand/8478/ 
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ウミガメ基礎講座 3 

「飾りじゃないのよ」

ウミガメの産卵シーズンにな

ると、事務局には各地のメディア

から様々な問い合わせがよせら

れます。よくある質問の中に、「ウ

ミガメの涙はいわゆる涙ではな

いと聞きますが、どういう ことで

すか？」というものがあります。

確かに砂浜に上陸したウ ミガメ

は目をうるませています。お産の

苦しさから泣いているようにも

見え、なんとも同清を誘うもので

す。

以前、子供達を引率して南部の

千里浜にウ ミガメ の産卵を見学

にきていた小学校の先生は、 こん

な説明をしていました。

「ウミガメは普段、海に蓉らして

いろから上陸すると目が乾くだ

ろ？だから涙を流して目を保護

しているんだぞ」

危う＜納得しそうになりまず

が、だとしたら涙を流すのは陸の

上だけのはずです。しかし、実は

海の中でも流します．c水族館でウ

ミガメを親察する機会があった

らよく見て下さい。目から鼻水の

ような粘液を引きずっています

からでは、 目の保護のためでは

ないとしたら．，一体、何のためな

のでしょうか？多くの方は既に

ご存じだと思いますが、この涙の

ような液体の正体は、塩類腺とい

う器官から出てくる塩水で、体の

中の余分な塩分が濾しだされた

ものなのです。

ウミガメが餌にしている無脊

椎動物や海草、海藻は、海水と 同

様にウ ミガメ の体液の約3倍の塩

分濃度があります。だからウ ミガ

メは餌と一緒に余計な塩分まで

取ってしまいます。塩分の取りす 1(

ぎがよくないのはヒト もウ ミガ

メも同じ。脊椎動物の体の中では

塩分濃度が一定に保たれていて、

濃度が高くなりすぎた り低くな

りすぎた りすると体を構成して

いる細胞が壊れてしまうのです。

そこで、この余計な塩分を排泄し

なければなりません。

排泄というと、腎臓を思い出し

ます。しかし腎臓から塩分を排泄

するには大量の真水が必要ですc

陸に暮らしている私たちとは ＼ 

違って、海で暮らす動物たちに

とって真水を獲得するのは至難

の業です。海産哺乳類の場合、脂

肪や蛋白質の代謝によって体内

で大量の水を作る ことができ、さ

らに発達した腎臓を持つのでこ

れでもよいのですが、代謝が低

く、真水を獲得できないウミガメ

では不可能です。そこで、ウミガ

メはこの塩分を濾し出すための



特殊な器官を発達させました。そ

れが塩類腺です。

この塩類腺、なんと海水の約2

倍の濃さの塩水を排泄すること

ができます。ウ ミガメ の塩類腺は

涙腺から派生したもので、目の後

ろ側に位置しています。頭蓋骨の

中でかなり大きな空間を占めて

いて、オサガメの場合は脳の約2

字もの大きさにな ります。塩類腺

＇の分泌管の聞口部は目尻にある

ために、その分泌物が涙のように

見えるわけです。他にも塩類腺が

備わっている勘物がいますが、別

の分泌腺から派生しており、ウミ

ヘビやワニの場合には涙ではな

くてよだれに、海烏の場合には鼻

水になってしまうのです。とある

国の宰相のに言わせると、「涙は

女性の最大の武器」だそうです。

もしウ ミガメがよだれや鼻水を

垂らしながら産卵したなら、これ

ほどまでに愛されなかったので

はないでしょうか。自然は時々粋

な計らいをするものです。

松沢慶将主任研究員



オサガメ顛末記 竜美便りその2

昨年、日本で初めてオサガメの

上陸・産卵が確認されました。その

当時の様子をご報告します。

2002年6月28日

夕方頃、私が沖永良部島の調査

で浜を歩いていたと ころ、知人か

ら電話が入りました。その内容が

「オサガメが昼間あがって産卵し

ていったらしいよー」

えっ、オサガメ？アオウミガメ

の大きいのではなくて？と疑って

しまいま した。しかも昼に産卵し

たと言うではないですか。半信半

疑のまま何度も聞き返しました

がオサガメの一点張りです。しか

も産卵があったという場所は私が

住んでいる所と目 と鼻の先です。

しかし、実際に見た人とは連絡が

取れてお らず、とりあえず連絡が

来るのを待っことにしました。

6月30日

沖永良部島から与論島に船で移

動中、ようやく 目撃者から連絡が

入りました。

「間違い有りません。背中に何本か

線があり、とても大きな個体です」

話を聞く限りではオサガメ 0)よ

うな気がしないわけでもありませ

ん。足跡を奄美大島の興克樹氏（奄

美海洋展示館）に確認して頂くこ

とにしました。

興氏が確認した結果、足跡幅は

2m近いというのです。船から落ち

そうになりました。 2mといえば

ボブ・サップの身長に相当します。

こんな大きな足跡はオサガメの他

に考えられません。

動揺を抑えながら大阪の協議会

事務局へ連絡しま した3事務局も

驚き、通事氏が急逮奄美に飛ぶこ

とになりました。私も与論滞在を1

日で切り上げ奄美に向かう こと に

しました。

7月1日

台風が近づいてきたこともあり

波風が強くなっていましたが、船

で奄美に戻ることができました。

夜、駆けつけた通事氏と合流し

~ l -r-cトツ ；しo

7月2日

通事氏 と情報収集の開始です。

いくら話を聞いても、写真を見る

までは、心のどこかに巨大なアオ

ウミガメかも知れないという邪念

がまだありましたが、写真を見せ

られた瞬間、その邪念は吹き飛び

ました。

産卵跡は台風の影響で消えか

かってお り、数日遅ければすべて

流失してしまうところでした。

数日が経過し、細かい清報や写

真を得ることができ、通事氏も大

阪に帰りました。 これでオサガメ

の上陸・産卵調査が終わりました。



しかし、もう一度産卵が行われる

可能性も否定できません。気を付

けながら大島周辺を調査していま

した。

7月12日

オサガメの産卵間隔とされてい

る10日目も過ぎ13日目まで上がり

ませんでした。私は翌日の柔道大

会に出場するため、船に乗 り徳之

戸冗へ向かいました。

昼頃、大きな足跡があると集落

の方から連絡がありました。その

時もまた私は船の上、一回目の産

卵から 14日もたっています。どう

あがいても帰れません。またまた

興氏に確認して頂いたと ころ、足

跡幅1.9m、卵の大きさからも間違

いないとのことです。会長の顔が

目に浮かび、今度こそ本当に船か

ら落ちそうになりました… 。事務

局からは、フェリ ーから飛びおり

て泳いで帰れとか言われそうな感

じでしたc

7月13日

大会も終わり、すぐ船に乗り奄

美へ戻って来ました。

7月14日

台風の影響で風は強く 、雲は走

り、波も高く近くまで引き波がく

るよう な状態でした。その中で産

卵巣の詞査です。しかもオサガメ

の産卵巣は深く、掘っても掘って

もなかなか出てきませんでした。

興氏の手助けもあり、2回目の調査

も無事終わりました。

2度あることは3度ある。3度目は

気合を入れ、興氏や地元の人たち、

鹿児島大学の学生も呼び、万全の

体制で毎晩調査しました。

結局それ以降は上がらず、最後

までタイミングをはずしてばかり

のオサガメでした39

今回はオサガメから多くのことを

教えてもらったような気がしま

す。そしで情報を下さった方や地

元で協力してくださった方々にこ

の場を借りてお礼申し上げます。

調査員 水野康次郎

撮影：）中充弘さん



事務局からのお知らせ

日本ウミガメ協議会会計報告

平成13年11月1日よ り平成14年10月31日

収入の部

会費

助成金 ・補助金

事業委託

ウミガメ会諧参加費

寄付金

その他

収入の部計

支出の部

自然環境保仝事業（調査 ・研究費）

小笠原海洋センター運営

八重山海中公園研究所運営

ウミガメ会議開催費

情報提供事業（速報 ・会報）

うみがめニュースレター支援

管理費（人件費 ・事務所経費等）

支出の部合計

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

（平成14年度）

単位：千円

2,146 

29,804 

11,960 

2,602 

1, 301 

18,730 

66,543 

13,881 

24,487 

5,238 

3,094 

102 

150 

16,903 

63,855 

2,688 

5, 301 
7,989 

各費目のうち主なものは、次のとおりです。

助成金 ・補助金収入 単位 ：千円

東京都小笠原村 15,320 

環境事業団地球環境基金 4,364 

日興ゲリーンインベスター，7/ 1, 000 

公益信託経団連 3,500 

たばこ産業弘済会 1, 120 

事業委託収入

日本べっ甲協会

東京都小笠原村

4,000 

2,000 

r ~ ・ • 



<<特別企画・100000Hitはだれ？ ＞＞

ウミガメ協議会のホームページは昨年

の4月に大幅改定後、幸いにしてご好

評を頂き、 3月末日までの閲覧回数が

延べ91000Hitを超えました。そこで感

謝の意を込めて、トップページのアクセ

スカウンター100000回目に閲覧いただ

いた方に、記念品を差し上げたいと思

います。また、 100000回目の閲覧者に

お越しいただいた日にちを当てた会員

t の方にも景品を差し上げたいと思いま
- -七

9。

① 100000回目に閲覧された方

100000になったトップページをプリン

トアウトして郵送いただくか、該当画像

をメールにて事務局までお送りくださ

しヽ。

② 100000回目の日にち予想

会員の方には、 100000回目の閲覧

者が出ると思われる日を予想していた

だき、事務局までお知らせください。突

破の日を持って締め切りとさせて頂き

（ ますc

<頒布品のご案内＞＞

ウミガメに関する書籍や、オリジナル

バッチ携帯ストラエスポスター、 絵葉
書などの頒布を行っています。 一部の

商品については、会員割引もしていま

すので、ぜひご利用下さい。商品の詳
細は、当会のホームページに掲載して

いるほか、マリンタートラー第2号でも
ご紹介しています；ご覧下さい。

＜＜会員の募集について≫

ウミガメ協議会の会員数は、 2月末で

約800名（団体を含む）となっていま

す。会員の皆様からの会費は貴重な
財源となっています。協議会では賛助
会員(STSメンバーズ）を常時募集して
います。皆様のお近くにウミガメに興味
のある方や、海洋環境に関心のある
方がおられましたらぜひウミガメ協議

会をご超：下さい。入会案内パンフ
レットか-入り用でしたら、事無局まで
ご連絡下さい。

くく年会費納入について（お願い）≫

会員の皆様の会員期間は、ご入会の

日から1年間となっております。会員期

限を経過している方には専用振り込み
用紙を同封しておりますので、お早め
にお近くの郵便局からお振り込みいた
だきますようお願い致します。（手数料

は無料です）

寄付金をいただいた方々
（順不同・敬称略・10月末まで）

肥後伸夫、梶原慧太 、西 田雄祐

野崎稔、明石南ロータリークラブ
川道美枝子、柴田種明、内田保
国友美智、弘中輝、宜野座稔
亀井陽太郎、植平有治、神尾玉枝
山崎道義、山田アイ子、佐藤艶子
三菱商事食料本部有志、井内美砂
若林六平・博子、蔭山純由、村上健

屋久島観光センター、塚田津恵子
冨田由美、富士ゼロックス（株 ）

富士ゼロックス端数倶楽部、由井亙
神楽坂女声合唱団（小林カツ代）

小川友正、植松正弘、徳永章 二
川崎公夫、四宮忠則、服部邦雄

亀崎長生、井上祥夫、宮脇逸朗
松本憲二郎、 GambaNPO匿名3件
森田和夫、中村幸弘、宮本満次

JTB名古屋支店

ありがとうございましたっ



はじめましてっ今回マリンター トラーの編集・デザインを担当
させて頂きました矢野です。

本文中にも書きましたが、私は去年から大阪事務局のボラン
ティアとしてお手伝いさせて頂いています。「自然と関わる仕事
がしたい！」という思いで進む道を見つめ直し、ちょうど転機で
あった頃、あるめぐり合わせで協議会と出会いました。

ボランティアというと皆さん調査に行ったりしますが、私は
調査へ行った事がありません。高校時代に映像デザインの勉強
をしていたということもあって、主にパソコンでできる仕事を
しています。もちろん、現状で100％満足なわけではありません
が、「私にできる事があれば！」という思いで事務局へ足を運んだ
私にとってはとても女喜しいことです。

このように事務局では、それぞれの得意分野・能力を考慮し
て、仕事を振り分けています。これが事務局のスタイルと言える
でしょう c

最後に、次回マリンタートラー第4号をより良い会報誌にした
いと思っておりますので是非ご意見、ご感想をお閏かせくだい。
お待ちしております。

女マリンター トラー（日本ウ ミガメ協議会機関紙）玄
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